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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　　頭部外傷の原因
　　　　　緒　　言

鍛雛驚撫麟歪；麗　灘！6鋼
繍誓鍮糠贈う事によりその麟識158名謙鑑

果を報告する。

　　　　受傷原因及び受傷部位

上記期間中の頭部外傷患者は158例で，この間の外　表2　受傷・部位

科縮堵3・°46例の5・2％に相当し・入院し纐部　部　　位1例　　数
外優患詣は101例で，この間の新入院患941例の10．7

％に相当する。うち死亡例4例，手術例7例である。

　原因別にしらべると表1の如く，交通事故によるも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前　　　頭　　　部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『左．側　頭　部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後　　　頭　　　部
の97例（61．4％）で総数の約2／3に相当する。次に転　　　　頭　　　頂　　　部

落（24例）・転倒（15例）・盤物落下（IO例）・殴打　　右側頭部

50　　（31．7％）

40　　（25。3％）

30　　（19、0％）

18　　（11．4％）

17　（10．8％）

黙讐認1、灘鑓鞭窟璽’t’ww計　1　158例
　受傷部位は表2の如く前頭部（50例），左側頭部（40

例），後頭部（30例），頭頂部（18例），1右側頭部（17　　　　　　　　年令別患者数

例）の順である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年令別に患者数を調査すると衷3の如くで，21才～
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裟3　　年令別患老数　　　　車中の鯛（自傷）・こよるものが最

患
者
数

40

30

20

10

も多く，次に乗用車に衝突したり，

跳ねられたり，礫かれたり（他傷）

の場合で，次は同様の機転で単車，

次に電柱や家屋等に衝突（自傷）す

る場合で以下表の如くである。

　我々の症例では，単車乗車中及び

歩行中の事故が交通事故による頭部

外傷の70％以上を占めて居るので，

これ等による頭部外傷と年令との関

係を検討すれぽ表5の如くで，単車

乗車中の頭部外傷は21才～30才の青

年層に圧倒的に多く，歩行中の頭部

　年令　1才未満1－　1011－2021－・3031－4041－－5051－6。6f－－7。71－80　st－一　　外傷は1才～10才迄の幼年層に多く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見られる。この票実は交通道徳上重

30才迄の青年層が35例で次に1才～10才迄の幼年層の　　　要な問題と考えられる。

33例で，］．才未満及び高令者には勘ない。この菓に関　　　　次に年令別患者数（表5）と，この表6とを比較す

　しては後述する。　　　　　　　　　　　　　　　　　ると，10才以下の幼年層及び21才～30才迄の青年層に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見られた頭部外傷患者数の二つのピークは，前者は歩

　　　　　　交通事故発生時の状況　　　　　　　　　　行中後者は単車乗車中による事故が，その原因の大多

’頭部外傷の・／，は交通事故r・よるもので，交通事故．　数を占めて居る事が推定される・

による頭部外傷97例につき詳細に検討を加えてみる。
　交通婁故を起す乗物の種類，又如何にして事故が発　　　　　　　　病型よりみた例数及び転帰

生するのか調査した結果は表4の如くで，単車乗車中　　　　荒木教授①は頭部外傷を1型からW型に分類し，第

に最も頭部外傷を受け易く，次に歩行中乗物に跳ねら　　　1型は単純型第∬型は脳振愚型・第皿型は脳挫傷

れたり，礫かれたりする場合で，次に自転車乗車中，　　型，第1V型は頭蓋内出血型に分類して居る。

　以下バス，トラツク，ガーデソトラクターの順である。　　　この分類法に従つてユ58名の頭部外傷患者を分類す

　　交通事故で頭部外傷受傷時の対照となるもの，或は　　ると表6の如くで，第1型が83例で半数以上を占め次

　事故発生の機転となるものは，表4に示す如く乗物乗　　　に第E型，第1肛型，第皿W型の混合型，第W型の順と

表4「 @　　交通事故発生時の状況
患　　　　　　　者

単　　　　　　　車

歩　　　　　　　行

自　　　転　　　車

乗　　　用　　　車
ソミ　　　　　　　　　　　ス

ト　　ラ　　　ツ　　　ク

！j、型トラツク
ガーデソトラツクター

37　　（38．1％）

33　　（34．0％）

3　　（13。4％）

9（9．3％）

2（2．1％）

1（1，0％）

1（1．0％）

1（1・0％）

計　　1　97例

対　　　・　　　照

転　　　　　　　倒

乗　　　用　　　車

鴬　　　　　　　車

衝　　　　　　　突

三　　　輸　　　車

ト　　ラ　　　ツ　　　ク

転　　　　　　　落

小型トラツク
パ　　　　　　　　　　　ス

汽　　　　　　　車

自　　　転　　　車

ダ　ソ　ブ　カ　ー

2．4　（24，7％）

2．0　　（20．6％）

1．3　　（13．4％）

　9（9．3％）

　8（8．3％）

　7　（7．2％）

　7（7．2％）

　4（4。1％）

　2（2．ユ％）

　1（1．0％）

　1（1．0％）

　1（1．0％）

計　　　1　　97例
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表　5　単車乗車中及び歩行時受傷者数と年令との関係　　　　　　　　表6　病型より見た例数

騰　　　　　　　　　　　　　病liL．．．例　　数
者

20

10

1難

　　　　　　　　　　　　　1

團閣Pt庫（37名）　　　皿

國歩行（33名）　　皿

　　　　　　　　　　　　皿Is「

83　　（52．8％）

65　　（40．8％）

7　（4．4％）

1（0・6％）

2　（1．2％）

計　｝　’158例

　　　　　　　　　　　　　め，又左肺下葉に長さ約7cm，深さ

6　　　　　，emの肺鵬嬬め，離の皮下気

　　　　　　　　　3　　　腫を認めた。

　　　　1　1　　韓　　　　　死亡例の第8例の開頭術所見は硬

　　　　　聡　　　蘇　　　膜外血腫で上矢状洞からの出血で止

鱗1”1°lt－2°21”3°31、4°4ト5°5ト6°6トア゜7ト8° 剣s能のうちに死亡した．上矢状洞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よりの出血の止血の困難牲を痛感し

なる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た症例である。　　　　　　　　　　　／t

　I型及びE型は軽症型で治療上大した問題はないの

であるが，皿型及びIV型が治療上間題となり，最近W　　　　　　　　手術例

型に対しては積極的に開頭術が施行され治療成績も向　　　　頭部外傷158例中手術を施行した症例は7例で，K

．ヒして居る②③④⑤。又皿型及びIV型には低体温法が　　型3例，皿型2例，　N型1例，胴V型の混舎型1例で

行われ，特に開頭術後にも応用されて居る⑥⑦。　　　　ある。1型3例及び皿型の1例は何れも陥没骨折であ

　皿型，IV型及び両者の混合型の転帰をみると衷7の　　つた。皿型を示したものの1例は術後約1ケ月視力障

如くで，これ等の重症型は1例を除き「他はすべて交通　　碍を認めたが次第に回復した。陥没骨折でも特に開放

事故によるもので，而も歩行中とか単車或は自転車等　　　性のもの及び脳挫傷の疑われるものは，積極的早期に

の無防備な乗物に乗車中の事故である。手術例4例，　　　開頭術が必要とされて居る。

低体温法施行せるもの1例，昌死亡例4例であつた。こ　　　　7例の手術例中1例は死亡したが，この症例につい

のうち低体温法を行つた第10例は左頭頂骨々折で，同　　　ては前述の如くである。

時に左肋骨々折による高度の肺損傷を認めた。32℃

～35。Cの低体温法を試みたが受傷後22時間で死亡し　　　　　　　　　結　　辞

た。剖検により左硬膜下血腫と右前頭葉に脳挫傷を認　　　　我々が過去1年4ケ月間に取扱つた頭部外傷は158

表7　　　　　皿型IYi型及肛W型の転帰

症例病測年令1倒　受騎の状況　1転　帰
1

2

3

4

5

6

7

皿

皿

皿

肛

皿

皿

皿

4

15

33

36

43

64

84

9

6

3

6

6

6

δ

歩　　　　行一単　　　　車

単　　　　車一トラ　ツ　ク

単　 ，車ニートラツク
重　　量　　物　　落　　下

単　　　　車一転　　　　倒

歩　　　　行一小型トラツク

自　 転　 車一ノ」、型トラツク

手術，治癒

右片麻痺

右顔面神経麻痺

手術，治癒

右視力障碍

死亡

死亡

81iV　1・引・隊　　　　刻手術・死亡　1
9

10

皿w
皿Is「

6

51

6，

6

自　転　車一汽　　　車
磁　　　　車一自　転　車

手術，右視力障碍

低体温法，死亡・
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表　8　　　　　　　　　　手　　　　　　術　　　　　　例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7例）

姓　名睡令1・ソげ・診酬病到開馴断式i事故原剛転帰
宮○浩o
堀○　矛P

竹O敏O
滝○東○郎

園○春o
矢〇三〇

山○　哲

δ

δ

＄

6

9

6

♂

2

18

7

36

4

24

6

左頭頂骨陥没骨折

　同　　　上

右頭頂骨陥没骨折

頭頂骨々折
右頭頂骨陥没骨折

左頭頂骨々折
左頭頂骨陥没骨折

K

I

皿

皿

皿

w

皿w

整　　　復　　　術

　　同　　　上

　　同　　　上

　　同　　　上

　　同　　　上

硬膜下血腫，除去術

整　　　復　　　術

歩　行一単　身

自動車一衝　突

歩　行一単　車

重量物落下
歩　行一単　車

転　　　　落
自転車一汽　車

治　　癒

同　　上

同　　上

同　　上

同　　上

死　　亡

視力障碍

例で，その原因は約2／aが交通事故によるものであつ　　　撮影を行い，適応により開頭術又は低体温法を行って

た。而も交通薯故による頭部外傷患者は幼年周及び青　　　居る。

年層に多く，前者は歩行中，後者は単車乗車中の事故

である。重症型は交通事故に於ては歩行中或は単軍又　　　　　　　　　文　　献

は自転車の如き無防備な乗物に乗車中のものが大多数　　①荒木：日本外科全書，南江堂，東京，ユ954・　②松

であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村：外科治療，8，123．1963．　③山本・他：外科，

　158例の頭部外傷患者中死亡例4例，手術例7例で　　　25，543．1963．　④西村．：外科治療，8，404．1963、

あつた，我々はll値没骨折でも開放性のもの又は脳挫傷　　⑥西村：外科治療，10，319．1964・　⑥工藤。他：

の疑われるものには早期に開頭術を行つて居る。重症　　　治療，44，575．1962．　⑦浅野・他：外科治療，10，

型のものは臨肱所見，単純レソトゲソ写真及び脳血管　　　129．1964．


